
『 千 と 千 尋 と 神 隠 し 』 と 日 本 （ １ ）  
                    森  有 人  
 
宮 崎 駿 監 督 の 『 千 と 千 尋 の 神 隠 し 』 が 、 世 界 の ア ニ メ 映 画 界 を 席

巻 。 ベ ル リ ン 映 画 祭 、 米 国 の ア ニ ― 賞 4 部 門 独 占 、 そ し て ア カ デ ミ
ー 賞 の ア ニ メ 部 門 賞 の 最 有 力 候 補 に 浮 上 し た 。 八 百 万 の 神 々 の 世 界

に 迷 い 込 ん だ 日 本 の 少 女 を 描 い た 作 品 が 、 何 故 、 世 界 の 人 々 の 琴 線

に 触 れ 、 共 感 を 呼 び 起 す の か ？ 「 千 尋 」 と い う 少 女 が 未 知 の 世 界 で

ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を 探 し 求 め る 姿 は 、 今 や 全 世 界 で 生 活 す る 人 の

共 通 の 課 題 な の か も し れ な い 。  
 
■  こ の 映 画 の 普 遍 性 ― グ ロ ー バ リ ズ ム 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー   

 
 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン ・ ・ 。 経 済 好 き な 日 本 人 な ら 、「 経 済 の 」 と

冠 を つ け た 言 葉 を ま ず イ メ ー ジ す る の で は な い か 。 政 治 、 経 済 、 社

会 、 そ し て 文 化 の あ ら ゆ る 世 界 で 相 互 の つ な が り を 増 大 さ せ て い る

の が グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 展 開 だ 。市 場 原 理 の 地 球 規 模 の 拡 散 － 。

こ れ で 一 儲 け す る 企 業 ・ 人 が あ れ ば 、 沈 む 企 業 ・ 人 も あ る 。 プ ラ ス ・

マ イ ナ ス 、 黒 白 が 明 確 な 経 済 問 題 だ と 議 論 は 手 っ 取 り 早 い 。 利 害 得

失 で 、 グ ロ ー バ リ ズ ム を 只 管 に 賞 賛 す る か と 思 え ば 、 日 本 と 日 本 企

業 ・ 人 の “ 負 け 組 み ” は 総 悲 観 す る か 、 反 グ ロ ー バ リ ズ ム の 狼 煙 を

上 げ る 。  
だ が 、個 人 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー 、価 値 観 、文 化 の 次 元 に な る と 、

単 純 細 胞 的 な 議 論 で 済 む 話 で は な い 。「 グ ロ ー バ ル 化 は ア イ デ ン テ ィ

テ ィ ー の 危 機 を も た ら す 」 － 。 大 上 段 に 振 り 、 大 命 題 を ぶ ら 下 げ る

の は 良 い が 、 日 常 生 活 で は 問 題 の 実 感 が 得 ら れ な い 。 戦 後 の 日 本 人

の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー が 、「 経 済 ナ シ ョ ナ リ ズ ム に あ っ た 」 と 、 一 刀

両 断 に 結 論 づ け る の も い か が な も の か （ 里 見 哲 氏 紹 介 の 『 ナ シ ョ ナ

リ ズ ム の 克 服 』 を 参 照 ） ？  
い え る こ と は 、 個 人 に と っ て 国 家 が 所 与 も の で は な く な り つ つ あ

る こ と だ 。 す べ て 個 人 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を 帰 属 さ せ る こ と で 国

家 が 成 立 し た 時 代 は 、 は る か 過 去 の も の に な っ た 。 国 家 に ア イ デ ン

テ ィ テ ィ ー を 帰 属 さ せ る こ と で 、 国 家 も 個 人 も 豊 か に な れ る と い う

確 信 は 、 ま す ま す 薄 れ る 。 そ れ ほ ど 、 個 人 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー の

地 盤 は 軟 弱 な も の と な り つ つ あ る 。 そ れ は 日 本 に 固 有 の 現 象 で も な

さ そ う だ 。  
八 百 万 の 神 々 が 湯 治 に 訪 れ る 「 湯 場 」 に 迷 い 込 ん だ 少 女 「 千 尋 」

の 物 語 が 、 欧 米 人 の 心 を 引 き 付 け る の も 、 現 代 人 に と っ て ア イ デ ン

テ ィ テ ィ ー の 問 題 に つ い て 普 遍 性 も っ て 語 り か け て い る か ら だ ろ う 。 

 
■  「 千 」 と 「 千 尋 」 の 名 前 の 意 味  
 
異 文 化 交 流 を テ ー マ に し た シ カ ゴ 在 住 の 企 業 コ ン サ ル タ ン ト 、 ロ

シ ェ ル ・ カ ッ プ 氏 は 、 こ の ア ニ メ が 全 米 で ヒ ッ ト し た 理 由 を 筆 者 に

語 っ て く れ た 。 第 一 の 理 由 が 、 翻 訳 の 見 事 さ だ と い う 。 米 国 版 は 字



幕 で は な く 吹 き 替 え 版 が 公 開 さ れ た 。人 間 の 内 面 を 描 写 し た 映 画 は 、

欧 州 で 受 け 入 れ ら れ て も 、 ハ リ ウ ッ ド 映 画 に 馴 れ 親 し ん だ 米 国 の

人 々 に 拒 絶 さ れ る 、 と い う の が 通 説 で も あ っ た 。 そ れ を 覆 す に 足 る

十 分 な 翻 訳 吹 き 替 え が あ っ た こ と 。 だ か ら こ そ 、 内 面 の ス ト － リ ー

が 米 国 の 観 客 に も 伝 わ っ た と い う 。 多 国 籍 企 業 で 働 く 人 の ア イ デ ン

テ ィ テ ィ ー の 問 題 に つ い て 著 作 を 持 つ 同 氏 の 口 か ら は 、 こ の 映 画 と

ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー の 関 係 を 、 聞 く こ と は で き な か っ た 。  

 
む し ろ 、「 千 」 と 「 千 尋 」 の 名 前 の 意 味 が 何 か は 、 外 国 人 に は 理 解

さ れ に く い の で は な い か ？ と 逆 に 質 問 を 受 け た 。映 画 の 中 で「 千 尋 」

は 、 湯 婆 （ 頭 の 形 が 黒 柳 徹 子 風 の 魔 女 の 婆 さ ん で 、 湯 治 場 を 支 配 ・

管 理 し て い る ） の 魔 法 で 「 名 前 」 を 奪 わ れ 、 不 思 議 な 異 文 化 世 界 で

「 千 」 と い う 名 で 働 か さ れ て い る 。 同 じ よ う に 湯 婆 に 魔 法 を 掛 け ら

れ 「 名 前 」 を 奪 わ れ 「 手 下 」 に な っ て い る 、「 ハ ク 」 と い う 少 年 の 精

霊 は 「 千 」 を 常 に 守 っ て く れ る 。 そ ん な ハ ク が 、「 千 」 の 記 憶 の 片 隅

に ぼ ん や り と 漂 う 。 彼 女 も 、 泣 き 虫 の 子 供 か ら 、 思 慮 深 く 思 い や り

の あ る 大 人 へ と 変 わ っ て い く 。 そ し て 、「 千 」 と 「 ハ ク 」 も 、 自 分 の

名 前 を 取 り 戻 し た 時 、 再 び 現 実 の 世 界 に 戻 っ て い く 。 こ こ で は 「 名

前 」が 個 人 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を 象 徴 す る キ ー ワ ー ド と い え よ う 。 
 
■  日 本 人 は 「 豚 」 か 「 千 尋 」 か ？  
 
何 を し て も 非 力 だ っ た 「 千 」 は 、「 千 尋 」 の 名 前 を 取 り 戻 す ま で

に 、 相 手 を 理 解 し 、 自 分 で 問 題 を 判 断 し 解 決 で き る 大 人 に 変 身 を 遂

げ て い く 。 こ う し た 少 女 の 成 長 の 過 程 を 、 バ ブ ル 崩 壊 を 経 た 戦 後 日

本 の 姿 に な ぞ ら え た 海 外 の 論 調 が 多 い 。  
 
米 国 の 「 核 の 傘 」 の 下 で 、 対 米 依 存 度 を 拡 大 し な が ら 重 商 主 義 的

経 済 発 展 を 遂 げ て き た 日 本 。 そ の 姿 が 「 千 」 で あ る な ら ば 、 米 国 主

導 の 原 則 、 規 範 の 拘 束 か ら 逃 れ る よ う に 、 独 自 の 解 決 法 を 模 索 す る

現 在 の 日 本 の 姿 が 、 名 前 を 取 り 戻 し た 「 千 尋 」 だ 、 と い う わ け だ （ リ

チ ャ ー ド ・ サ ミ ュ エ ル ズ 氏 、「 N e w s w e e k」 日 本 版 0 2 年 1 0 月 3 0 日
号 ）。冷 戦 後 に 相 応 し い 等 身 大 の 国 家 と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を

対 外 関 係 の 中 で 確 立 し つ つ あ る ― 。 そ の 象 徴 的 な 動 き が 、 従 来 の 日

米 同 盟 関 係 を 維 持 し つ つ 、 自 国 の 利 益 を 追 求 す る 北 朝 鮮 外 交 、 イ ラ

ン 外 交 で あ る と い う 。  
 
残 念 な が ら 、 そ う し た 指 摘 が 該 当 す る ほ ど に 、 日 本 が 国 際 社 会 で

確 た る 針 路 を 見 出 し つ つ あ る と は 信 じ 難 い も の が あ る 。 戦 後 の 日 本

の 対 外 関 係 で は 、 日 米 安 全 保 障 条 約 の 枠 組 み ・ 制 約 に あ っ て 、 つ ね

に 平 和 主 義 的 な 「 ノ ー マ ル な 国 家 」 を 志 向 す る ベ ク ト ル が 働 い て き

た 。ア メ リ カ へ の 追 随 と 独 自 路 線 の 関 係 、中 国 に 対 す る 脅 威 と 友 好 ・

相 互 依 存 と い っ た 一 般 的 通 念 の 延 長 線 上 を 行 き 交 い 混 迷 す る 日 本 の

姿 で あ る 。 2 1 世 紀 に 入 っ て も 、 日 本 の 内 ・ 外 政 の 双 方 で 大 き な 変 化
を 見 出 す こ と は 難 し い 。  



 
冷 戦 崩 壊 後 、 と り わ け 「 9 . 1 1 後 の 世 界 」 は 、 軍 事 大 国 ・ 米 国 の 強
引 と も い え る 対 外 戦 略 に 。 追 随 か 反 発 か の ジ レ ン マ に 各 国 が 置 か れ

て い る 。 そ の 中 で 、 米 国 と 「 特 別 な 関 係 」 を 維 持 （ 自 負 ？ ） す る 日

本 は 、 ブ ッ シ ュ ・ 小 泉 の 「 変 人 コ ン ビ 」 の 個 性 が 投 影 さ れ 、 国 際 社

会 で 共 存 す る 姿 勢 を 強 く 打 ち 出 し て い る 。 対 米 追 随 姿 勢 に よ っ て 、

米 国 に と っ て “ 健 気 な 弟 分 “ を 最 優 先 に 演 じ つ つ も 、 せ こ く 自 国 の

国 益 も 確 保 す る ― 。 日 本 の こ う し た 「 二 重 保 険 戦 略 」 (エ リ ッ ク ・ ヘ
ジ ン ボ サ ム . ” J a p a n ' s  D u a l  H e d g e, ”  F o r e i g n  a f f a i r s  2 0 0 2 . 1 0 )は 、 今
に 始 ま っ た も の で は な い 。 ま さ に 、 外 交 、 国 内 政 治 経 済 、 い ず れ も

外 圧 に 変 革 を 頼 り 、 半 世 紀 以 上 に わ た っ て 自 立 し 得 な い 戦 後 日 本 の

限 界 を 構 図 が そ こ に あ る 。  

 
 「 国 家 は さ ま ざ ま な 装 置 に よ っ て 、 個 人 に 忠 誠 を つ く さ せ る 」。国

際 政 治 学 者 、 モ ー ゲ ン ソ ー の 言 葉 だ が 、 そ う し た 「 装 置 」 を 構 成 す

る 国 家 の 能 力 も な け れ ば 、「 忠 誠 」 を 尽 く す な ど と い う 個 人 も 存 在 し

な い 。 国 家 の 権 力 欲 と 、 個 人 の ア イ デ ン テ リ テ ィ ー の 心 理 的 一 体 感

が 限 り な く 希 薄 な 「 寂 し き 国 家 と 個 人 」。「 千 と 千 尋 」 に 描 か れ た 世

界 と 、 最 も 縁 遠 い 国 家 と 個 人 の 関 係 が 、 日 本 と 日 本 人 で は な い か 。

そ の 意 味 で も 、「 千 と 千 尋 」 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー の 探 索 と い う よ り

は 、 日 本 と 日 本 人 の 姿 は 、 バ ブ ル 崩 壊 後 の 残 骸 を 象 徴 す る テ ー マ パ

ー ク の 陰 で 「 八 百 万 の 神 々 」 の 食 事 を 貪 り 、「 豚 」 に 変 身 し た 「 千 尋 」

の 両 親 の 姿 で あ る 。  （ H 1 5． 2． 9）  

 
著 者 近 影   

                (イ ラ ス ト ・ き ば ぞ う さ ん 作 )  
 
 
 
 
 
 
 


